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現
在
の
平
櫛
田
中

ひ
ら
ぐ
し
で
ん
ち
ゅ
う

館
は
、
旧
宅
で

あ
る
記
念
館
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
美
術
館
を
検
索

し
て
も
館
名
が
挙
が
ら
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
館
名
を
改
め
、

美
術
館
と
し
て
の
知
名
度
を
ア
ッ
プ

し
、
入
館
者
数
の
増
加
を
図
り
た
い

と
考
え
る
も
の
で
す
。

館
名
を
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
、

現
在
の
「
小
平
市
平
櫛
田
中

ひ
ら
ぐ
し
で
ん
ち
ゅ
う館

条
例
」

を
「
小
平
市
平
櫛
田
中

ひ
ら
く
し
で
ん
ち
ゅ
う
彫
刻
美
術
館

条
例
」
と
し
ま
す
。

改
正
内
容
は
、
館
名
の
変
更
と
現

在
規
則
で
制
定
し
て
い
る
休
館
日
、

及
び
開
館
時
間
な
ど
を
規
定
す
る
も

の
で
す
。

本
条
例
は
、
組
織
の
機
能
を
明
確

に
す
る
こ
と
等
を
目
的
に
、
市
長
部

局
の
組
織
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

都
市
経
営
部
は
、
市
の
施
策
を
積

極
的
に
推
し
進
め
て
い
く
組
織
と
し

て
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
企
画

政
策
部
に
改
め
ま
す
。
次
に
、
都
市

建
設
部
と
都
市
開
発
部
に
お
け
る
業

務
の
平
準
化
を
目
的
に
、
ま
ち
づ
く

り
課
及
び
都
市
計
画
道
路
担
当
参
事

を
、
都
市
建
設
部
か
ら
都
市
開
発
部

に
移
管
い
た
し
ま
す
。

平
成
16
年
に
施
行
さ
れ
た
「
武
力

攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護

の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」、

い
わ
ゆ
る
「
国
民
保
護
法
」
で
は
、

国
民
の
保
護
の
た
め
に
避
難
の
指
示

や
避
難
住
民
の
誘
導
等
、
地
方
公
共

団
体
な
ど
が
行
う
役
割
が
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
条
例
は
市
が
こ
れ
ら

の
役
割
を
担
い
、
責
任
を
果
た
す
た

主
な
内
容
は
次
の
3
点
で
す
。

①
歳
出
の
決
算
見
込
み
に
よ
り
、

生
活
保
護
費
な
ど
を
減
額
し
、
花
小

第
9
回
　
6
月
7
日

○
副
委
員
長
互
選

第
10
回
　
6
月
22
日

○
産
業
振
興
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て

・
地
域
の
特
色
あ
る
資
源
を
活
用

し
た
産
業
活
性
化
に
つ
い
て

平
成
15
年
5
月
23
日
に
設
置
以
来
12
回
に
わ
た
り
、
付
議
事
項
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
前
回
の
中
間
報
告
（
平

成
17
年
2
月
22
日
）
以
降
の
経
過
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第
11
回
　
9
月
22
日

○
市
内
視
察

・
観
光
農
園

・
小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド

○
産
業
振
興
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て

・
地
域
の
特
色
あ
る
資
源
を
活
用

第
9
回
　
6
月
7
日

○
正
副
委
員
長
互
選

第
10
回
　
6
月
21
日

○
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

○
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ
い

て第
11
回
　
9
月
21
日

○
市
内
視
察

・
小
川
駅
西
口
地
区
再
開
発
事
業

地
区

・
花
小
金
井
駅
北
口
都
市
基
盤
整

・
世
田
谷
区
（
産
業
振
興
基
本
条

例
に
つ
い
て
・
桜
新
町
商
店
街
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
）

備
事
業
地
区

○
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

○
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ
い

て第
12
回
　
平
成
18
年
1
月
19
日

○
近
隣
先
進
市
視
察

・
調
布
市
（
国
領
駅
北
地
区
第
一

種
市
街
地
再
開
発
事
業
）

・
都
市
計
画
道
路
（
調
布
保
谷
線
）

の
環
境
施
設
帯
モ
デ
ル

〈議員提出議案〉

3月定例会
○：賛成　×：反対　－：欠席　　　　　　　　　　　　　　　　（ ）内は各会派の議員数　※政和会の会派所属議員数は議長を除く数

議案番号 件　　　　　　　　　　名

第 56 号
第 57 号
第 58 号

プラスチックを安易に焼却することなく発生抑制の実現を求める意見書
東京都薬用植物園の研究施設の維持と都市計画公園の実現に関する意見書
小平市議会委員会条例の一部を改正する条例制定

政和
（6人）

公明
（6人）

緑ネ
（5人）

共産
（4人）

フォ
（3人）

民リ
（1人） 議決結果
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○
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原案可決
原案可決
原案可決

〈市長提出議案〉

議案番号 件　　　　　　　　　　名

第 1  号
第 2  号
第 3  号
第 4  号
第 5  号
第 6  号
第 7  号
第 8  号
第 9  号
第 10 号
第 11 号
第 12 号
第 13 号
第 14 号
第 15 号
第 16 号
第 17 号
第 18 号
第 19 号
第 20 号
第 21 号
第 22 号
第 23 号
第 24 号
第 25 号
第 26 号
第 27 号
第 28 号
第29～36号
第 37 号
第 38 号

小平市監査委員の選任同意
平成17年度小平市一般会計補正予算（第4号）
平成17年度小平市一般会計補正予算（第5号）
平成17年度小平市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）
平成17年度小平市介護保険事業特別会計補正予算（第2号）
平成17年度小平市下水道事業特別会計補正予算（第3号）
平成18年度小平市一般会計予算
平成18年度小平市国民健康保険事業特別会計予算
平成18年度小平市老人保健特別会計予算
平成18年度小平市介護保険事業特別会計予算
平成18年度小平市下水道事業特別会計予算
平成18年度小平市受託水道事業特別会計予算
小平市組織条例の一部を改正する条例
小平市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
小平市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
小平市減債基金条例
小平市職員研修基金条例の一部を改正する条例
小平市土地開発基金条例の一部を改正する条例
小平市健康福祉基金条例
小平市公共施設整備基金条例の一部を改正する条例
小平市障害程度区分判定等審査会の委員の定数等を定める条例
小平市開発事業における手続及び基準等に関する条例の一部を改正する条例
小平市立公園条例の一部を改正する条例
小平市下水道条例の一部を改正する条例
小平市国民保護協議会条例
小平市国民保護対策本部及び緊急対処事態対策本部条例　
小平市平櫛田中彫刻美術館条例
小平・村山・大和衛生組合規約の変更
市道路線の認定及び廃止（6路線の認定、2路線の廃止）
小平市国民健康保険条例の一部を改正する条例
小平市介護保険条例の一部を改正する条例
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＜会派名略称＞ 政和：政和会　　公明：市議会公明党　　緑ネ：緑・ネット 共産：日本共産党小平市議団　　フォ：フォーラム小平　　民リ：民主リベラル

議案に対する各会派の賛否議案に対する各会派の賛否�議案に対する各会派の賛否

新春（平櫛田中彫刻美術館蔵）

め
に
制
定
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
同

法
で
は
、
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措

置
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進

す
る
「
国
民
保
護
協
議
会
」
の
設
置

が
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
設

置
に
当
た
り
必
要
な
委
員
の
定
数
や

会
議
の
運
営
に
関
す
る
事
項
な
ど
を

定
め
る
も
の
で
す
。

市
債
の
償
還
に
必
要
な
財
源
を
確

保
し
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
た

め
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。

将
来
、
み
ど
り
の
公
募
債
の
発
行

を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
公
募
債
の

場
合
満
期
時
に
元
金
を
一
括
償
還
す

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
点
で
多
額
の

資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
基
金
を
設
置
し
、
毎
年
積
み
立

て
を
行
っ
て
、
将
来
の
一
時
的
な
資

金
需
要
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。
基

金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
毎
年

度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
で
定
め

る
も
の
で
す
。

金
井
駅
北
口
都
市
基
盤
整
備
事
業
は

追
加
工
事
等
に
よ
り
増
額
し
ま
す
。

②
地
方
譲
与
税
な
ど
の
各
種
交
付

金
は
、
都
か
ら
の
決
算
見
込
み
を
計

上
し
増
額
と
な
る
も
の
で
す
。

③
財
政
基
盤
の
健
全
化
を
進
め
る

た
め
、
基
金
の
取
り
崩
し
を
減
ら
し
、

基
金
残
高
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

赤
字
地
方
債
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策

債
の
借
り
入
れ
を
減
額
し
、
将
来
の

債
務
負
担
を
減
ら
す
予
算
と
す
る
も

の
で
す
。

補
正
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

6
億
4
千
3
百
3
万
2
千
円
減
額
し
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
4
百
89
億
百

95
万
2
千
円
と
な
り
ま
す
。

田
村
浩
三
氏
が
平
成
18
年
5
月
に

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
次
の
と
お

り
次
期
の
委
員
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

舛
川
博
昭
氏

東
京
都
十
一
市
競
輪
事
業
組
合
議
会

議
員
・
東
京
都
四
市
競
艇
事
業
組
合

議
会
議
員

浅
倉
成
樹
議
員

高
橋
三
男
議
員

可
決
・
同
意
し
た
そ
の
他
の
議
案

可
決
・
同
意
し
た
そ
の
他
の
議
案

産
業
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
条
例

監
査
委
員
の
選
任
同
意

組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

平
成
17
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
５
号
）

国
民
保
護
協
議
会
条
例

減
債
基
金
条
例

議
　
会
　
人
　
事

委
員
長

永
田
　
政
弘

特
別
委
員
会
中
間
報
告

都
市
基
盤
整
備
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長

木
村
　
ま
ゆ
み

し
た
産
業
活
性
化
に
つ
い
て

第
12
回

平
成
18
年
1
月
20
日

○
近
隣
先
進
市
視
察

ひ
ら
く
し
で
ん
ち
ゅ
う


